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ITkの同期が取れない問題

▶ 前回(202312)との相違点。

・v2の読み出しができるようにYARRのSWを更新
・scanConsoleで⾏っている処理が旧SWと変わっている = データフレームが変わっている可能性あり。

→ Silicon TB Softwareのデコーダを更新しないといけない。

▶ 今回やってきたこと。

・データフレームが旧SWで取得したものと変わっているか確認。

・ヘッダーの指定が旧SWのもので正しいのか確認。

▶ 今週⽕曜⽇の報告事項。

・ITkがイベントをランダムに落としてしまうせいで同期が取れない。

・アルゴリズムを組んでイベントを⾊々スキップしてみたが、復活しない。
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Raw Data Converter debug
↓BinaryからRaw Dataを読んでいる箇所

RawDataConverter/YarrPCI/src/EventData.cxx
RawDataConverter/YarrPCI/src/ITkpixv1converter.cxx

Binaryから読んできたデータには

・tag
・l1id
・bcid
・t_hits

の４つが含まれている。

▶こいつらをcoutした。

fromFileBinaryの中⾝
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Raw Data Converter debug
今回のデータ︓ITk telescope TLU=370 前回のデータ︓KEKPreprodQ03 TLU=408

32

19+13

・どちらも同じ形式のデータが⼊っている様に⾒える。

▶ データフレームはv2になっても同じってこと︖。
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Raw Data Converter debug

RawDataConverter/YarrPCI/src/EventData.cxx

fromFileBinaryの中⾝

・tag … 32bitの整数をbinaryから取得
・l1id … 16bitの整数をbinaryから取得
・bcid … 16bitの整数をbinaryから取得
・t_hits … 16bitの整数をbinaryから取得

これらのヘッダーがこれで正しいのか︖

RD53C manual

これらのヘッダーのbit指定を適切にすれば解消する︖



Back Up
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ITkがイベントを落とす問題
▶ ITkがランダムにイベントを落としてしまうため、HSIO2のイベントをskipしないといけない。

⚫ ▲◼

Trig Num ︓

HSIO2 ︓

ITk︓

⚫ …

◼ ⚫

1 2 3 4 …

…
Event Loss Event Loss
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ITkがイベントを落とす問題
▶ ITkがランダムにイベントを落としてしまうため、HSIO2のイベントをskipしないといけない。

⚫ ▲◼

Trig Num ︓

HSIO2 ︓

ITk︓

⚫ …

◼ ⚫

1 2 3 4 …

…

⾒かけ上のITk︓ ◼ ⚫

補正HSIO2 ︓ ⚫ ▲◼ ⚫
キャンセル キャンセル
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ITkがイベントを落とす問題
▶ ITkがランダムにイベントを落としてしまうため、HSIO2のイベントをskipしないといけない。

⚫ ▲◼

Trig Num ︓

HSIO2 ︓

ITk︓

⚫ …

◼ ⚫

1 2 3 4 …

…

⾒かけ上のITk︓ ◼ ⚫

補正HSIO2 ︓ ⚫ ▲◼ ⚫

補正⾒かけ上のHSIO2 ︓ ◼ ⚫

Event Loss
Event Loss

キャンセル
キャンセル
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前回より同期取るのがむずい
▶ Diffvsを⾒て同期の復活を試みる。

𝐷
𝑖𝑓
𝑓𝑣
𝑠

𝐸𝑣𝑒𝑛𝑡 𝑁𝑢𝑚𝑏𝑒𝑟

前回202312ARTBの旧結果

Diffvs … LocalHit位置の差分。同期が取れている間は⼀定の値を取り続けるはず。同期が切れると発散する。

今回KEK132X(ly2)とITktelY(ly3)のDiffvs

𝐷
𝑖𝑓
𝑓𝑣
𝑠

𝐸𝑣𝑒𝑛𝑡 𝑁𝑢𝑚𝑏𝑒𝑟
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同期復活のアルゴリズム考案①
▶ ノーヒントでHSIO2のskip Eventを⾒つけ出すのは無理すぎる。

𝐷
𝑖𝑓
𝑓𝑣
𝑠

𝐸𝑣𝑒𝑛𝑡 𝑁𝑢𝑚𝑏𝑒𝑟

前回202312ARTBの旧結果 ① 1event⽬を1skipしたときの⾚四⾓領域の
エントリーをカウント。

② 同期が途中で途切れる可能性があるため領域
は細かく⾒る(500events)。

③ 同期が取れているタイミングではエントリーが
増え、同期が切れるとエントリーが減ると予想。

④ 頭からskipするイベント数を増やしていく。
先頭から250skipまで繰り返す。

skip数 vs エントリー数のプロットを作成

…

ひとまず、ここだけを⾒た。
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① 1event⽬を1skipしたときの⾚四⾓領域の
エントリーをカウント。

② 同期が途中で途切れる可能性があるため領域
は細かく⾒る(100events)。

③ 同期が取れているタイミングではエントリーが
増え、同期が切れるとエントリーが減ると予想。

④ 頭からskipするイベント数を増やしていく。

skip数 vs エントリー数のプロットを作成

# 𝑜𝑓 𝑠𝑘𝑖𝑝𝑠
𝐸𝑛
𝑡𝑟
𝑦

同期復活のアルゴリズム考案①
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① 1event⽬を1skipしたときの⾚四⾓領域の
エントリーをカウント。

② 同期が途中で途切れる可能性があるため領域
は細かく⾒る(100events)。

③ 同期が取れているタイミングではエントリーが
増え、同期が切れるとエントリーが減ると予想。

④ 頭からskipするイベント数を増やしていく。

skip数 vs エントリー数のプロットを作成

# 𝑜𝑓 𝑠𝑘𝑖𝑝𝑠
𝐸𝑛
𝑡𝑟
𝑦

・例えば、19skipするとDiffvsが収束していそう??
・作ったプロットからそれっぽいskipは全て試したが、

Correlationは⾒れず。。。

同期復活のアルゴリズム考案①
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同期復活のアルゴリズム考案②
𝐷
𝑖𝑓
𝑓𝑣
𝑠

𝐸𝑣𝑒𝑛𝑡 𝑁𝑢𝑚𝑏𝑒𝑟

𝑫𝒊𝒇𝒇𝑹𝒂𝒕𝒆 =
𝑬𝒏𝒕𝒓𝒚 𝒊𝒏 𝑨
𝑬𝒏𝒕𝒓𝒚 𝒊𝒏 𝑩

左図の例だと... 

・同期が取れている時は... ⾼めの値をとるはず。
・同期が切れている時は... 低めの値に収束するはず。

X : skip数 Y : DiffRate Z : entryを作成。
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同期復活のアルゴリズム考案②
𝐷
𝑖𝑓
𝑓𝑣
𝑠

𝐸𝑣𝑒𝑛𝑡 𝑁𝑢𝑚𝑏𝑒𝑟

左図の例だと... 

・同期が取れている時は... ⾼めの値をとるはず。
・同期が切れている時は... 低めの値に収束するはず。

X : skip数 Y : DiffRate Z : entryを作成。

𝐷
𝑖𝑓
𝑓𝑅
𝑎𝑡
𝑒

𝑠𝑘𝑖𝑝 𝑁𝑢𝑚𝑏𝑒𝑟

𝐸𝑛
𝑡𝑟
𝑦

𝑫𝒊𝒇𝒇𝑹𝒂𝒕𝒆 =
𝑬𝒏𝒕𝒓𝒚 𝒊𝒏 𝑨
𝑬𝒏𝒕𝒓𝒚 𝒊𝒏 𝑩
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まとめ & 考え得る要因
▶ ITkがランダムにイベントを落とすため、同期が取れなくて困っている。

・yarrをreadyにしてからトリガー出したか。→ 間違いない。⼤丈夫。

・latencyは適切で合ったか。→ online Monitorで確認していた。

・トップアップの影響はあり得るか..? → veto刺さってた??

・ARTB202312と⽐べてビームレートが⾼かった → 1.7kHzから3kHzそんな柔じゃない?

・頻繁にイベントロスしている可能性が⾼いと考えている。

▶ Trig Tag FWを実装すべきだった。

・v1.1だけでも別のFWを試すべきだった(時間が⾜りなかった。⾔い訳。)

▶ とりあえず、同期取れるように試⾏錯誤してみる(To Do)。

▶ 考え得る要因を羅列。
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ITk telescope Debug
chip rx chipID serEnLane DataMergeOut config

1 1 14→12 15 0/0/0/0 ○
2 0 13 15 0/0/0/0 (○)
3 3 12→14 15 0/0/0/0 (○)
4 2 15 15 0/0/0/0 ×

▶ Eye Diagram

・eyeが初めて4レーン開通した。

・wireのchipIDがswapしていたのが問題だった。

・chip2, 3 : digital scan回るが、time outで最後まで
⾛り切れない。(これはchipの問題??)

・chip4はconfigが通らない。
(LBNLと同じ。だが、eyeは通っている。)

▶ Summary

→ ヘルシーなモジュールを⽤意したい。
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Correlation
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Diffvs KEK132-ITktel

X-Y Y-X X-X Y-Y
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Onlinemon TLU=340

Correlation Hit Map
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ARTB202312の同期は復活できる
協⼒者︓能瀬

同期復活

アルゴリズム②を使って去年のITk同期復活できることはわかった。
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テキトーなこと⾔ってみる

▶ eventをcoutすると。。

0x2eec940
0x2eec990
0x2eec9e0
0x2eecf00
0x2eecf50
0x2eecff0
0x2eed040
0x2eed090
0x2eed0e0
0x2eecfa0
0x2eed1c0…

0x + {16進数の値??}

0x2eec940 … 10111011101100100101000000

・0xがヘッダーだったりする︖︖
・それとも先頭の101がヘッダーだったりする︖︖
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Kojinに聞きたいこと
1. 同期が切れた時にDiffvsのイベントが減ったように⾒えるのはなぜ︖︖。

2. OnlineMonで⾒れるhitperkeveって何︖


